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三古植物事調座②…

植物の

葉は語る①

て.植物化宿のいろいろ

私たちがみる植物の化石は前回のべたように樹幹を

はじめ葉･種子･毬果･果実･花粉･胞子･根･枝そ

の他およそ植物体を構成している部分の大半におよん

でいる.これは保存の条件さえよければどの部分で

も化石として残りうる可能性カミある左いうことであって

したカミって現在この地上に生きている植物の組織や部分

の研究も古植物学のうえで大いに役立っているという

ことである.

｢温故知新=｣ということばはよくいわれてきた.音

のことをよく学んでこそ現在の事象の本然の姿がわか

るということは歴史学における1つの行き方である.

しかしこの古生物学ではまず新し芦を知ってこそ古い

ものの本当の姿が理解できるということになりほしない

だろうか･“新しきを知る･それは現生の動植物

に深い関心を持ち観察の眼をむげるということである.

植物化石をまた植物分類学の立場から枚がめてみると

さきに地質ニュｰス104号で紹介したように下等の菌

類から始まり藻類･羊歯植物･裸子植物･被子植物な

ど広い範囲にわたっている.わが国ではそのうちで何

カミよく研究されているのかとながめてみると藻類中の

珪藻･石灰藻羊歯植物･操子植物･被子植物などであ

る.そしてそれらの植物の部分としては藻類の群体

炭質堆積物中に入っている花粉･胞子地層中あるいは

炭層中で珪化または黄鉄鉱化している植物の組織半淡

半鹸または淡水成層中や炭層上下盤にみられる植物の葉
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第四紀の比較的若い時代の地層中にある植物の実･根そ

のほかなどである.こうした対象の広い化石のうちま

ず葉を取りあげて考えてみることにしよう.
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第1図葉の部分名称(太字は植物学学術用語)

2.化眉藁を調べるには

地質時代に繁茂していた植物つまり古植物の名前を1

枚の葉から鑑定する･…このことをある人は大たんすぎ

るというかもしれない.

葉という器官が植物体の中でどういう役目をしまた

どの程度の重要さをもっているか考えてみると葉は茎

または枝から生じた側生器官にすぎたい.また生理学

的に考えてみると葉の第1の役目は炭酸同化の作用であ

りクロロフィノレをもち光合成を行なう器官である.

こうした器官カミその植物の自然分類の根本的基準となっ

ていないのはいうまでも衣い.しかし植物の形態は花

の構造ばかりでなく諸器官にも特長があり葉もその例

外では狂い.'現生の植物でヤナギとヤツデの葉の区別

は一目みただけでわかるように植物の区別には葉の形

態上の特長を利用していくこともできる.

毎年秋に泣ると落葉樹の葉は地上におちる.常緑

樹でも年間を通じてたえず新しい葉に変わってゆく.

こうしたおびただしい数にのぼる落葉の1部は堆積層申

に埋もれある時ば火山活動の影響で樹木カミ凝灰岩層中

に封じこめられ今でもその証拠をみることができる.

第三紀層の中の化石葉には落葉種と常緑種とがあり

その割合いはその植物化石鮮によって異なっていること

第2図メタセロイア落葉の状態�
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はもちろんだが章本類や羊歯棟物の葉は一般的にいっ

て個体数カミは柱はだ少ない.したカミって多くの場合

岩石中にあって私たちの目にみえるものほほとんど葉

であるということから大形古植物の研究の重点はもっ

ぱらそこに向けられている.

さて1枚の葉を手にのせて｢これは何という植物の葉

か?｣と考えた場合鑑定の手がかりとなる要素はどこ

にあるのだろうか.どこをどうやって見たらよいのか

1枚の薬が語るいろいろな事がらをとくためにカ

ギを捜してゆくことにする.葉には形態上の部分名称

カミ決まっている.比較的わかりやすいようにブナノキ

(肋幽86伽α加)を例にとってその名称を第1図に示し

てみた.葉の兜を頂端(･p･X)葉の本体を葉

身(leafbladeまたはlimb)葉のまわりをふち(mar･

gin)葉の枝に近い部分を基部(base)枝と葉身と

の間を糞柄(Petio1e)という.さらに葉身の中央

に走る中央脈(mid･ib)からは左右に側脈(常ein,

sec㎝darynerYe)がで側脈からはさらに基部または

部分的に三次脈(t･･tia･yne･Ve)カミで側脈と側脈また

は三次脈との間には細脈(∀einlet)がある.

現生の植物についてはこうした形態が種ごと1こ調べ

られはっきりと説明されこうしたことは植物図鑑や

図説にのっている.したがってそれらを参考として他

石葉を比較鑑定すれぱわかるはずだが前に述べた理由

によって葉の形を基準にして分類索引したというもの

は少恋い.それは葉の形態上の変化とv'うものカミ現在

たてられている分類系統と一致させるにはむずかしい点

もあるということに基づくものであろう.しかし葉の

形態を分類説明したものはある.手もとにあるいくっ

かの教科書または図鑑(ベンソン1957クリシュトフオピチ

1957陳蟻1957佐藤1957)をもとにして各々の要素にど

うv･う種類があるのか整理してみよう.

葉洪枝または茎につく形式にもいろいろある.葉序

といわれるこの形式には同じ節に何枚かの葉カミむれて

潮騒11

第3図①②

つく輪生2枚の葉が枝の軸に相対してつく対生1葉

づ㌧各節ごとにずれてついている互生軸の周囲ぽ不規

則につく散生2枚以上の葉が枝の先端近くから離れて

生ずる叢生などがある.しかし化看では'こうした葉

序をそのまま大きく示しているものは少匁く大抵は笠

枚の葉であるカミ針葉樹のうちでは枝ごと紀発見される

ものもある.メタセコイアなどは葉をつけたまま小枝

が落ちるがしたがって化看でもその状態がよくみられ

る.その理由の1つには葉柄の雇が枝をやや包む形と

なっているためそこから剥れ紅くいこと紀もよるの溶

ろう.第2図には現生のメタセ翼イアの落葉の糠子を

写真によって示した.

次に枝につく葉カミ1枚づつ着くものとさらに小枝カミ

でてそれに小葉が対称的につくものがある.前者を単

葉とw'後者を複葉とv'う.現生植物を例にあげれ

ば豆科･は普のき科･くるみ科などはその代表的なも

のである.複葉のうちでも小枝の先に小葉が1枚つい

て全体としての小葉の数カ埼数であるもの(奇数羽状複

葉)たとえばテウチグノレミ･ノ･ギなどまたその数カミ

偶数であるもの(偶数羽状複葉)たとえばナンキンマメ

などである.またこうした複葉がくみあっているもの

を2回羽状複葉3回羽状複葉という.また1カ所に

数葉が集まっている掌状複葉にはニンシンボク3枚の

葉カミ組となってついている三田複葉にはハナガエデ庄と

がある｡ここにあげたのは単なる1例にすぎずそれ

らの代表的なものは第3図に示してある.単葉につい

ては第遂図に示してある.

以上は葉のつき方についてのいろいろな形態である.

次は1枚の葉の各部分についてみてゆくわけだがま

ず葉全体の形つまり全形をながめてみる.私たちが化

石としてみとめるものはおもに樹木種の葉が多v･ので

これを中心として話をすすめてゆきたい.

第1図に示した葉身の形態の分類は研究者に

①らんしんぼく(ρ熾㈱わ6"舳郷お

BONGE)偶数羽状複葉

②せんだん("置伽"鯛伽伽肋L.陥r

伽伽伽αMAKINO)奇数羽状複葉

③めぐすリのき(ん畝"加2欄2

MAX)三曲複数

④にんじんぽく(吻'脇ω〃棚肋的伽�
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①かむろざき(ρ脇0切σSチ狐

砂〃"8〃助郷MAKINO)

蒐集(単子棄類)

①②

よって多少差がある.樹木種の葉身は中央脈に対して

左右相称なものカミ多く細長いものから円形さらに横

幅のひろい心臓形腎臓形などがあり12～20〔佐藤12

陳14クリシュトフォビチ17ベンソン20〕にわけられてい

る添草本類の葉形を加えるとなればさらに多くだる.

第5図にはそのおもなものを示した.

熱帯地方へ行かれた方はすでに知っておられるように

熱帯の植物には奇怪ともいえる形をした葉をもっものが

かなりある.ヤシ科グジャクヤシ属(Caryota)のもの

は第6図の写真でみられるように先広の葉の先端がさ

さらのように裂けているしまたサトイモ科のヒトデカ

ツラ(Phi1odend.on)などは広い葉面に穴カミ大きくあいて

いる.これほど特長はなくても葉はそれぞれの植物

の生態的た事カミらをもあらわしているものなのである.

葉先つまり頂端にもいろいろ衣形がある.ハ

ナズホウのように丸いものアカガシのようにとがった

ものチヤやノ､リエンジュのように少しへこんだものな

ど5～13〔クリシュトフォビチ5佐藤6陳8ベンソン13〕

にわけられている.簾7図にはその模式厨を示した.

葉身のふちの刻みはその槙物の種類にまってことな

った鋸樹をもっている.クワリンのように非常に細か

いものからユゾユノキのようにはっきりしているものも

ありハシバ‡のよう匁大小の鋸歯カミ並んでいるものも

ある咀これらは濠た爵～13〔佐藤8クリシ風トフォビ

チ8陳搬べ〃ン王3〕にわけられている､ごの刻み

については全然扱い植物は温暖帯に育っている植物がか

なり多いい･われそれは植物がうける黒照時間光の

強さその他の条件とも関連雅ふかい坐もいわれている軋

つまり日照時間の多いまた強烈な翼光の下ではそれ

だけ光の当る面積カミ小さい方がよりよい生育条件である

ためそのようになったと考えている学者もある.第8

図はその刻みの模式図である.

葉の基部についてみるととくに化石ではその部

分が保存されていると鑑定に好都合である.ミツマタ

のように細長く自然に葉柄にうつりかわるものやアオギ

リのようにへこんでいるものなど7～12〔陳7ベンソン

10佐藤12〕にわけられている.その分類は第9図に示

した.葉身と枝または基とをむすびつける葉柄には短

いもの太いもの長いもの細いものなどがある.

この葉柄のところには植物によっては幼時托葉という鱗

片状の2枚の葉がついているものもあるカミ化石ではほ

とんど知られていない.

以上葉の外形から今度は葉の脈について調べてみよ

う.葉をアルカリ湖こつけてその葉脈だけを残し

その状態をみると微細な構成がよくわかる.

葉脈が平行しているものは単子葉植物であることはよ

く知られておりタケやスゲなどごく普通見る所である.

双子葉植物とくに樹木の葉は中央脈がありその両

側に側脈が出その数カミ1つの特長ともたっている.側

脈から三次脈の出る形のものはCarpimsその他カバノ

キ科のものに多い.またこの場合でも葉身の基部近く

からわかれた2本の側脈カ沖央脈と平行して走るニクケ

イのようなものは化石となっても非常にはっきりその

特長をつかむことかできるのでよい手カミかりといえよう.

そして側脈の先端カミふちの鋸歯のどの部分に接するか

種類によってちカミうので注目しなければなら渋いし側

脈と側脈との中間にある細脈が並行か網状がいろいろ

の構造にも注意する必要カミある.こうして葉の先端か

ら葉脈まで見るべき要素を全部あげてみた.しかし

葉形に非常に特長があって一目みて｢これは何という

植物か｣カミすぐにわかるものカミある.第10図にはそ

の例を少しぱかりあげておいた.これらは第三紀層の

中からよく出てくる化石の近似現生種であり古植物学.

上からも注目されているものである.また幅と長さと

をグラフにとり葉形指数をもってその形の比較をする

こともまれに行なわれているがそれは王属の間にお

ける種の区別の手がかりを免ようとする時に使われる曲

そのほか化宥葉を鑑定する上での手がかりともなるの

は葉身の厚いか薄いかである｡同じよう祖形をしたも

のでも差があり南半球に自生するユｰカリノキ暖国

の山地に自生するモクレン苗クチナシなど海辺は育つ

ユクケィなど慧わめて厚手である.同じ厚手でも温

帯山地から平地にあるアベマキ･クヌギ･ナガガシだと

は葉がかたいため化石としてもよく残って原形を保って�
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第5図

①ひまらやごよう(ρ肋鮒蜘桃"WALL)

三針状(針形)

②ねすご(刀伽加8切〃ゐ肋CARR)

葉形(鱗片形)

③いぬがや(Cεψ加1o切洲8加〃伽幼｡〃"K.

KOCH)線形

専むくろ1二(∫口が刎6鮒刎〃物7os8ゴGAERTN)

長楕円形

⑤うつぎ(τ脇〃加げ`伽加S.etZ.)

披針形

⑥やしやふじ(〃閉郷力灼㎜S.etZ.)

卵形

⑦たぶのき(〃加棚伽ま肋肋伊9"S.etZ.)

楕円形

⑧まるぱちしやのき(亙〃〃加"C伽｡〃

HANCEYar.加ヵ｡刎{･αNAKAI)閥楕円形

⑨はくうんぽく(∫砂7αズ0ろα8s肋S.etZ.)

円形

⑳やまもも(吻榊ω7肋閉S.etZ､)

倒披針形

⑬ぽっぽうのき(んゴ〃棚〃〃｡加DUNAL)

倒卵形

⑫かつら(C卯6∂ψ伽〃秘榊加加加ω伽S.etZ.)

腎臓形

⑲しらかんぱ(肋切1〃"榊6〃KOIDZ)

心臓形�



いる.いろいろと葉について目にふれることをあげた

がこれらの要素は化石葉を鑑定する時晋びとも考え

に入れなけれぱならないことであるし五枚¢)葉が物語

るいるいろの意味をくみ取るためにも学んで為く必要

がある｡わかりやすいようにこれ凄での項胃を列記

してみよう｡

一寸

･葉一形･全形/1襟搬111

2.葉身…･12～20分類

2.頂端…･5～13分類

4､ふち･…8～13分類

§｡基部･…7～12分類

6.藁柄･…遂分類

ぺ1ポｰ

C托繋一一存唾無

鶏夏義葉の大藩さの例

だぷのさ(くす的糞榊

あさだ{か1童鋼套糾〕

えぞえのき〔I二ま乱苓暗〕

ぷをのき{ぷ文科〕

おおやえくちなL〔あかお科〕

みつまた(もんち'う1テ科〕

Lを中リ(ぶな与号,

くぬぎ(ぷを科〕

あぺまき{ぶな科〕

しろだも(くすのき舌干,

いぬつげ(もちの皇科〕･

二まゆみ(1二しきぎ科〕

うらしろ邦し(ぶな科〕

つくぱおがし〔ぶな科〕

くちなし=あか州斗〕

もちのき(もちの註科〕

まゆみ(.二しきぎ科〕

のリうつぎ{ゆきのした科〕

抑さ肌榊〃う{いばら科〕

つくぱわうつぎ(すいかづら科,･

さんごヒ市(すいかずら科〕

あぷらちゃん`くすのき科〕

あかぱいぬのき(みつき科〕

あおぷき〔あをかづら科〕

いぬ一;言な;ぶな科〕

しきみ工もくれん手号〕

とち■φう{どちゅう一ヰ〕

いちいがし〔ぶな科〕

げrけいヒ中(くすのき科〕

あかがし一ぶな科〕

D葉の厚み…･程度を区別

E葉形指数…･葉の最大幅と最長との比

こうした葉の特長は成長したものと幼いものとでは差

があることが知られている｡成葉にみられる特長は幼

いものではよくあらわれていたい点もあるがその大き

さによって区別ができる｡葉の大きさは種類によって

だいたい定まっており詐常に大きなものと小さなもの

とをまちがえることはほとんどない.下に身近恋植物

とくに樹木の葉の大きさを表にして示しておいた.こ

れによってもある程度区別を明らかにすることができる

だろう.

この回は化石葉鑑定の基礎ともなる葉の形態上の特長

をまとめてみた.次回は化石葉としてかなり重要祖羊

衛植物の葉についてのべよう.
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今回おもに参考とした文献

クリシュトフオピチ1古植物学自然科学･技術出版公社

��

郡揚寛:植物の形態岩波警店蝸8

L蔦εnso孤:P亘婁狐t鷺婁慧鱗流｡簑童地鴛呈D.C.Heath&Co.

王鱒7

牧野窟太郎:日本植物園鑑北隆館醐9

館藤遭驚1有用植物分類学養賢宣王螂

小倉謙:植物解剖及形態学養賢宣王9鯉

(繋翻嚢燃料部希挨欝)

批柵榊紬

⑪②③④⑥⑥⑦⑧

第7図葉の頂端の綴類

1)Acute鎌状2)Acum三㎜ate漸尖状3)Obtuse鉤状

4)Tm“ate裁状5)亙marginate徴回状6)Cuspid目te

針鉢状7)Mucronate徴面状8)0bcordate倒心状
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鶏曇鰯繁縁の種擦

夏)嚇童1鍛金縁2)晦鮎搬徴波状3)搬鰯童蟻深液状

遂)篶竈繊意趣童壌歯芽斗犬養)警餐r掌簸重鐙鰯顧斗棄餐)讐e更き饒1罰言竈

繍鶴麟犬?)cr㎝漉鈍鰯衆餐八純竈む鋼熱失

§)Q鮒綴梨製状ゆ玉鮒童竈納典劇状ω馳rte凌深裂秋

至婁)泌暫滅純金裂状

第§図葉の基部の縄類

1)Acute尖形2)C㈱鰍乏竈綴枇3)軌tu舵鐘形

4)COrd訴e心臓形5)森uぎicu三琶を｡耳廓形

6)Ob1ique偏繕形7)Decurrent下延形�
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策6図

ヤシ科植物グジャクヤシの奇怪な棄

第10図①
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